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The authors have developed the bogie rotational resistance test machine for railway vehicles. The test machine moves 

a bogie, which is equipped to a carbody as usual, rotationally around the center pin of the carbody. The turn table of 
the test machine is set on the r-guide so that it can move very smoothly. The test machine has the measurement 

mechanisms for wheel loads and lateral forces, in addition to load cells for bogie rotational resistance forces. This 

paper describes the structure of the test machine and the test results of its oヽVilbasic characteristics. 
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1.はじめに
従来，ボルスタレス式台車の旋回性能（旋回梃抗力）は

空気ばねの前後剛性およぴヨーダンパで決まると考えられ

てきたそして，そのようなモデルを用いた車両運動シミ

ュレーションと走行試験は多くの楊合で良く 一致していた

しかし，いくつかのケースにおいて，シミュレーション結

果と走行試験結果が一致しないことがあり，台車の旋回性

能が正しく見粕もれていない可能性が考えられた．そこで，

車両運動シミュレーションの枯度向上に資する ことを目的

として，台車の旋回性能を車両に装着した在姿の状應で直

接試験するための装骰を開発した．本報告では装四の概要

と基礎特性試験結果について述ぺる．

2.装置の構成

図 lに装誼の外観，図 2に装置の構造概略図を示す．ま

た主な仕様を表 1に示す．本装骰は鉄道総研国立研究所の

車両試験台のビット内に設骰されている．そして車両に装

府された状態の供試台車を装骰の旋回台に，他方の台車（非

試験台車）をピット内線路方向に自走できる輪軸移動装置

上に載せ試験を実施する．旋回台は支持台上にRガイド（円

弧状のリニアガイド）を介して設骰されており，旋回軸を

中心にスムーズに回転する機構となっている．なお，車両

搬入時にRガイドに作用する偏荷韮を緩和するためRガイ

ド下には硬質ゴム製の緩衝材を設骰している．旋回台上に

は台車が栽るためのレールが設骰され，各車輪位置には輪

重相当の垂直荷里，横圧相当の水平荷蛍を測定できる輪

重・横圧測定ユニットが配置されている．旋回台上のレー

ルおよび輪頂 ・横圧測定ユニッ トの配骰を変更することに

より，表 ）に示した軌問軸距に対応する．旋回台には負

図 1 試験装置の外観（供試台車積載状態）

表 1 装置の主な仕様
対象台車 軌問： 10G7,1435mm 

蔚~I 目~ • 2100, 2150, 2500mm f.ょど
軸煎：最大 125kN

試験動作 旋回台旋回角

一定速駆動．最大 6deg

正弦波加振 ．最大 4deg, ldeg/s 

荷に応 じて 1本～2本の電動アクチュエータを用いて旋回

力を発生し，アクチュエータ先端に設府されたロードセル

で試験時のアクチュエータカを検出し，台車旋回祗抗力に

換ねする．

非試験台車を自走式の輪軸移動装置に固定し輪軸移動装

四を用いて位骰決めを行うため，牽引車による位骰合わせ

よりも精度良く位i匹決めを行うことができる．また，輪軸

移動装府上の輪軸固定治具も押 しねじによる位四微調整機

能を有しており ，さらに祁枯度な位四決めを行うことがで

きる．
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(b)正面図

試験装置の構造概略図
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3.装置の測定モードおよび駆動方法
本試験装置は以下の測定モードがある．
(I)静的測定モード
旋回台を十分低速（例えば 0.2deg/s)で旋回駆動するこ
とで．準静的な台車旋回特性を得ることができる．
(2)定速旋回測定モード
目椋旋回角まで台形速度パターンによる・定角速度で旋
回する測定モードである． このモードを用いることで．ヨ
ーロッパ規格 1)に沿った． ldeg/sの一定速で台車を旋回さ
せるのに必要な力を測定することができる．
(3)正弦波加振測定モード

初期旋回角を中心に．設定した周波数．角度振幅で正弦
波加振を行うことができる．旋回角 0度（図 2(a)の状態）
を中心に加振を行うことを基本に．例えば旋回角 ldegを中
心に-ldeg~3degの範囲で加振を行うことも可能である．
このモードでは旋回台の旋回角加速度がわかるため，台
車のヨ一方向の慣性モーメントを求めることができる．
旋回台の駆動については．負荷に応じて 1本～2本の電
動アクチュエータで行う．旋回台を精度良く駆動するため，
各部にガタ（遊間）が生じないように組み付けており ，2
本の鼈動アクチュエータ作用点および回転軸の 3点が剛に
結合されている．そこで，軽負荷の楊合は 1本のアクチュ
ェータのみを用い，位骰制御を行っている． 一方，負荷が
大きい均合には．1本を主とし位四制御を行いつつ，他方
を従とし，主に追随するような力制御を行っている．

4.装置の基礎特性試験結果
供試台車の旋回特性を精度良く測定するためには．装置
自体の特性を把握し，試験結果から差し引く必要がある．
本章では装骰自体の特性を把握するための基礎特性試験結
果について述べる．

4. 1 Rガイド部の摩擦抵抗
装置単体で低速旋回測定モードで動作させたときの旋回
抵抗力定常値から Rガイド部の摩擦係数相当に換ねしたも
のを図 3に示す．図 3より， Rガイド部の摩擦係数は旋回
速度および旋回台上の荷煎に依存性があることがわかった．

旋回台自体の抵抗力を荷重・旋回速度から補間により求め，
試験結果から差し引いて台車旋回抵抗を求める．
4.2旋回台の慣性半径

旋回台の旋回中心軸回りの運動方程式は次式となる．
m・i2・8=-(FA-FR)・r (I} 
ここで， 広： アクチュエータカ， FR:旋回台自体の祗抗
カ， r:アクチュエータ作用点ー旋回中心間距離， m:旋回
台質祇，i:tn性半径， 0:旋回台旋回角である．なお， 0 
は上から見て反時計回りを正とし，凡はアクチュエータ軸
に引張力，すなわち旋回台に時計回り方向の力が作用する
向きを正とする．また，アクチュエータ作用点と旋回中心
を結ぶ線とアクチュエータ軸はほぽ垂直である．旋回台を
加振周波数fで正弦波加振した場合には，次式の関係が得
られる．

m・i’・(21TI)'
FA=~0+FR 

図4に加振周波数 0.2Hz,振幅4degで正弦波加振を行っ
たときの旋回角と旋回抵抗力の関係を示す．なお，旋回台
自体の祗抗力 FRは除いてある．図 4より旋回台の恨性半径
は 1.28mであることがわかった．
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5.まとめ
車両運動シミュレーションの精度向上に資することを目
的として，台車の旋回性能を車両に装舒した在姿の状態で
直接試駿するための装置を1}り発した本報告では装置の構
造と基礎特性について述べた．続報にて本装骰を用いた台
車特性試験結果について述べる．
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